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2）単元計画（全 13 時間） 
時 めあて 学習内容 
1 授業の進め方を理解しよう ○オリエンテーション 
2 体を守る術を身に付けよう ○後受身（座位・中腰・立位） ○中腰の姿勢から手押し相撲 






5 ○後受身の復習 ○前回受身の復習 
○体落 ○大内刈 
6 相手の重心を感じて投げてみよう ○受身の復習 ○投げ技の復習（体落・大内刈） 
○一畳柔道／乱取（攻防分離型） 
7 正しいかわし方を身に付けよう ○受身の復習 ○投げ技の復習（体落・大内刈） 
○大内刈、体落のかわし方 ○一畳柔道／乱取（攻防分離型） 







10 戦術を組み合わせて一本をとろう ○受身の復習 ○投げ技の復習（体落・大内刈） 
○今まで学習した連続技・フェイントを用いて戦術を考える 
○乱取（攻防分離型） 11 
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下の図 1 は、一畳柔道を実施した C 組における、１回の授業内で一畳柔道と乱取（攻防分離型）において投
げることができた人数の比較である。一畳柔道と乱取（攻防分離型）では、一畳柔道の方が技で投げること
ができた生徒の割合が高いことがうかがえる。学習ノートの自由記述欄には、大内刈をかけるタイミングの









を実施した C・D 組の約 11％の生徒は、学習ノートの生徒の自由記述欄にも「一畳柔道で、大内刈りで投げ
るのは難しい」と記述している。大内刈で投げる原理を頭では理解しても、実際に投げるレベルまで達して
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1）単元計画 （全 13 時間） 3 年生で実施 
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指標として が開発した尺度である 〔 〕（児童思春期保健研究会，
）を毎年全員に実施している。また、毎年１年生には 〔トラウマ性の体験の後に生じる精神的
反応ならびにそれに関連した心理的な症状を評価するための自記式検査〕（ ブリア， ）を実施し
ている。そういった や の結果から、 コースの生徒の多くが、心理的な不安定さを抱えている
ことは明らかになっている（武田他， ， ， ）。
そこで、S コースでは平成 年度より、自己について見つめ、気持ちを整理し、自ら生き方を考えて
いく領域・教科を合わせた指導である「セルフデザイン」を教育課程に位置付け指導を行ってきた。こ
の「セルフデザイン」は、生徒たちが互いに関わり合うことを大切にしながら、共に課題に向き合い、自他の
価値を認め合っていくこと、自分の将来について自分自身で答えを導き出していくことを目的としている。
基本的には学級単位で授業を行い、内容に応じて他学年と共同で取り組むこととしている。 
類似した取り組みとして、発達障害やその可能性がある子どもたちの感情コントロールを目的に、自分
自身を振り返るグループワークの開発も行われている（山本・武田・小山・宇井， ）。滝吉・田中（ ）
も広汎性発達障害者を対象として、自己理解の視点から見た集団療法の意義について言及している。ま
た、武田（ ）は、学習上、生活上で困難を抱えている発達障害のある子どもに対する有効な手法と
して、「提案・交渉型アプローチ」を取り上げている。セルフデザインにおける自分の気持ちを言語化す
る取り組みでは、この「提案・交渉型アプローチ」の視点は効果的であった。
今年度は、自己理解が進んできた２年生についてセルフデザインの授業実践とともに振り返り、本研
究で進めている自分づくりプログラムについて考察を行う。 
 
 
